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アップルで“日本”漬け
　先月亡くなったスティーブ・ジョブズ氏の
企業、アップルの今後を心配している人々が
大勢います。しかし、今まで残してきた見事
な影響を考慮すると、これからのアップルの
未来に心配の必要はないと思えなくもありま
せん。私自身、大衆の傾向に従うタイプでは
ないと信じたいのですが、iPhoneを持ってし
まった私はこれからもアップルにはまってい
くであろうと思えます。
　ジョブズ氏は、皆さんご存じの通り、天才
としての人生を送ってきました。二十代でイ
ンドを旅行したときに仏教に興味を持ち始め
て、普通の人と違う考え方を持っていると自
ら言っていたようです。企業としてのアップ
ルとピクサーのイノベーションを別として、
ジョブズ氏は合計342件の米国特許の発明者
となっています。パソコンやモバイルの出願
だけでなく、階段デザインの出願もあります

（写真）。
　彼のイノベーションの中でも私が最も重宝
しているのがiPhoneです。私は二年前に、

iPhoneというジョブズ氏の子供に毎日の時
間の一部をあげることにしました。万人が喜
ぶ機能、速度、アプリを持っているのがすば
らしいということはもちろんありますが、日
本語を勉強したいと思う私にとっては特に、
iPhoneしかないという感じです。実は、日
本語の読み書きができる携帯は、アメリカに
あまりないのです。iPhoneを買う前に彼方此
方を探ってみました。ニューヨークのドコモ
店は、ある携帯を備えていましたが、日本語
を使うために払わねばならない毎月の手数料
が高くて断念しました。Blackberryの携帯
も、あるプログラムを備えているらしいが、
高くて不便だと聞きました。
　日本人にとっては、英語と日本語で読み書
きができる携帯は当たり前でしょうが、アメ
リカに住んでいる私の勉強＆趣味のためには
iPhoneしかありません。日本語を話せるア
メリカ在住の友人も、みんなiPhoneを使っ
ているようです。
　iPhoneには、内蔵されたキーボードが数え
られないぐらいあります。世界の言語の全て
に近い範囲で利用可能だと思います。私は英
語以外のキーボードとして、日本語のカナ入
力キーボードと中国語の手書きキーボードを
設定しています。私が解らない漢字を発見し
たら、中国語の手書きキーボードに自分の指
で漢字を書くのです。描かれた図形に近い漢
字が、スクリーンの右の方に出てきます（写
真）。
　日本語用辞書なら、Kotoba!という無料の
アプリがあります。私は毎日といってよい程
Kotoba!を利用しています。英和・和英の辞
書としての機能だけでなく、漢字の書き方お
よび総画数を教えてくれる機能もあります。
有名なALC（アルク）の英辞郎のアプリも
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あります。非常に使いやすいだけでなく、ア
ルクのウェブサイトと同じく現代的な例文が
沢山あり重宝しています。
　別の日本語アプリに、「i文庫」があります

（写真）。「あおぞら文庫」につながっていて
8000冊以上の日本の本が読めます。とても読
みやすいフォーマットで、しおりもできる便
利 な プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で す。 今、 私 の
iPhoneのリストに入っているのは、夏目漱
石の「坊っちゃん」、太宰治の「火の鳥」、高
村光太郎の「智恵子抄」です。
　私は、出張で訪日する機会が幸いにも多い
ので、日本でも使えるデータ・プランを買っ
て（高くはない）、日本でも自由にアメリカ
用iPhoneを使っています。日本で特に便利
に感じるのは、地図を使えること。複雑な日
本の大都会の繁華街を知り尽くしたいと思っ
ている私ですが、まだできていません。助け
が必要なときに、手軽にiPhoneを取りだ
し、地図で店と自分の現在場所を検討して、
これから行く店を即決することが可能です。
ホテルのレセプションに尋ねる必要がなくな
りました。街を歩いている状態であっても、
今から例えば焼肉を食べたいと思うと、すぐ
に近所の店を探し出し、あっという間にカル
ビの食べ放題となるのです！
　また、iPhoneのカメラが綺麗に撮れるた

め、日本でも写真をたくさん撮ってしまいま
す。そして、アメリカへ帰国してから、「こ
の写真はどこで撮ったんだっけ」と思っても
心配無用。iPhoneの写真集アプリでは、その
写真を撮った位置を地図でみせてくれます。
　コンピューターをパーソナル化することを
目指して作られたアップル。1976年のApple I
から始まり、以来、革新的なパソコンの世界
を創造してきました。そして、パソコンの世
界からはみ出たところで大ブレークしたiPod、
iPhone、iPad。私はその中でも特に、“iPhone”
という現象に過激にはまっています。これか
らもますます便利になり、私と日本との距離
を短くしてくれるでしょう。あまりに便利す
ぎて、現実とかかわりを失いそうになる自分
を少し恐れながら、未来志向でこれからのア
ップルに期待したいと思っています。
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